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２
０
４
０
年
の
ピ
ー
ク
に
向
け

少
子
多
死
社
会
が
進
行
し
て
い
る

│
│
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
世
界
で
は
、
高
齢
期
の
介
護
・

医
療
、
相
続
な
ど
が
話
題
と
な
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
終
活
と
い
う
流

行
語
に
端
的
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
終

末
期
の
生
き
方
を
考
え
る
人
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
直
葬
、
家
族
葬
、
散
骨
、
合

葬
、
樹
林
葬
な
ど
、
近
年
、
葬
儀
や
供

養
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
自
分
や
家
族
に
と

っ
て
の
最
適
な
「
死
出
の
旅
路
」
を
ど

う
考
え
る
か
は
、
人
生
を
よ
り
良
く
締

め
く
く
る
た
め
に
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
生
活
設
計
論
、
死

生
学
、
葬
送
問
題
を
テ
ー
マ
に
精
力
的

に
研
究
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、

第
一
生
命
経
済
研
究
所
の
小
谷
み
ど
り

さ
ん
に
、
終
活
の
課
題
に
つ
い
て
ご
教

示
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
谷　

人
の
死
や
死
生
観
を
掘
り
下
げ

る
「
死
生
学
」
と
い
う
学
問
は
、
世
界

で
も
新
し
い
領
域
の
一
つ
で
す
。
た
だ
、

多
く
の
宗
教
で
は
古
く
か
ら
「
死
後
の

世
界
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
ま
し
た

し
、
死
に
ま
つ
わ
る
問
題
は
、
医
学
、

哲
学
、
歴
史
学
、
民
俗
学
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
領
域
で
研
究
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ

で
も
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
わ
が
国
に
お
い

て
「
死
」
と
い
う
も
の
を
社
会
の
問
題

と
し
て
捉
え
る
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
そ

う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、

少
子
高
齢
社
会
と
い
う
と
、
年
金
や
医

療
な
ど
の
社
会
保
障
に
人
々
の
注
目
が

集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
少

子
高
齢
社
会
の
そ
の
先
に
あ
る
の
が

「
人
の
死
」
で
す
。
そ
し
て
「
人
の
死
」

は
あ
ら
ゆ
る
人
に
訪
れ
る
出
来
事
で
す
。

「老いが訪れ、病に倒れたとき、
自立を助けてくれる人と

縁を結ぶことが、
何より大切な“終活”です」

編集部=聞き手・構成　大野真人 = 写真

ここ数年、終活がブームとなっている。
エンディングノートを書く人も増えてきた。そうした中、

葬儀や供養が、ファイナンシャル・プランニングの項目の一つになっている。
「人生の終末」に対する人々の価値観が変容する背景として、

急激な少子多死社会の進行と日本人の死生観を見逃してはならない。
将来の「死」に備えて私たちが取り組まなければならない課題について、

第一生命経済研究所主席研究員の小谷みどりさんにお話を伺った。
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